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1 ②  12 ④ 23 ①  27 ②  37 ② 

2 ①  13 ② 24 ②  28 ③  38 ⑤ 

3 ③  14 ① 25 ④  29 ①  39 ③ 

4 ①  15 ① 26 ③  30 ④  40 ⑦ 

5 ②  16 ③    31 ④  41 ① 

6 ⑤  17 ②    32 ①  42 ③ 

7 ④  18 ④    33 ①  43 ② 

8 ①  19 ④    34 ②  44 ⑥ 

9 ③  20 ③    35 ③  45 ⑦ 

10 ③  21 ③    36 ④  46 ⑥ 

11 ②  22 ③         

講評 

難易度・出題形式ともに、昨年の傾向をほぼ踏襲したものであった。問題数が若干減少していた分、時間的にも余裕をもって取り

組める出題であったと言える。合格のために必要と考えられる得点は 70点前後。 

Ⅰ 標準的な長文読解問題。プラスチック汚染に関する内容で、読みやすい部類の英文である。設問も平易なものが中心であった。 

Ⅱ 標準的な医系長文読解問題。幼児の肝炎（hepatitis）がテーマの問題。医系長文を普段から意識的に読みこんでいる受験生に

とっては、それほど難しくない内容であったと思われる。 

Ⅲ 一続きの文章の一部を用いた正誤問題。問によって英文の長短に違いがあり、正誤問題に苦手意識を持っている受験生にとって

は若干取り組みにくく感じられたかもしれない。内容に深入りし過ぎることなくスピーディーに処理したい問題である。 

Ⅳ 和訳によるリード文が付いた整序問題。いずれも取り組み易い問題である。できれば１つも落とさずに得点したい。 

 


